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保護者会クリスマス礼拝

2018年1/
3学期始業礼拝
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木222018年2/

木83/

聖書を学ぶ会

11/21火
感謝祭礼拝

12/15金
クリスマス礼拝

木15

水143/
終業礼拝

3/
卒園式

卒園礼拝（年長児）

（教諭　矢部 尚子）

初等部より

初等部米山記念礼拝堂

初等部米山記念礼拝堂

アドヴェント・コンサート

12/

金812/

保護者のためのクリスマス礼拝

水7 初等部米山記念礼拝堂
説教　小澤 淳一（初等部宗教主任）
3/
卒業礼拝

月12 初等部米山記念礼拝堂3/
6年生を送る礼拝

15：00～17：30
青山学院講堂12/20水

クリスマス讃美礼拝

18:30開演
初等部米山記念礼拝堂
入場無料

初等部米山記念礼拝堂
ハンドベルクワイア、聖歌隊、トランペット鼓隊

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

12/19火
クリスマス礼拝

保護者聖書の会
（礼拝と聖書の学びと分かち合いの会）

14:00～15:30
青山学院講堂

10:50～12:00
多目的室1/24水 2/28水

特別養護老人ホーム
救世軍恵泉ホーム訪問

14:30～15:302018年1/13土

（宗教主任　浅原 一泰）

15：40～16：30

初等部チャペルコンサート

オルガン 小林 英之　トランペット 山本 英助、
古田 俊博　ホルン 井手 詩朗　
トロンボーン 栗田 雅勝　チューバ 岩井 英二
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　宗教改革500年の大きな節目に立ち会えることに歴史的な重みを感じているこの
頃です。クリスマス。神さまが、独り子イエスさまをこの世に遣わされたのは、世を裁く
ためではなく、御子によって世が救われるためでした。今号のウエスレーホールニュー
スは、イエスさまのご誕生を祝うクリスマスにふさわしく、救い主イエスさまの確信に満
ちています。心を開いてお迎えしたいものです。
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（初等部教諭　野呂 智子）

125TH edition 

❶ 神様に見守られるところ、

天国ですよ。

　ひいおばあちゃまを亡くさ

れたこと、とても悲しいです

ね。キリスト教では、「神さま

のみもとにおおくりする」と

いうことばがあります。人は

みんな生まれて、家族や友だ

ちと一緒にすごします。そし

て亡くなります。亡くなると、

もう家や学校で一緒にすごす

ことはなくなりますが、今、ひ

いおばあちゃまは、神さまの

腕に抱かれて、神さまに大切

にされています。

　私たちは、大事な人や大好

きな人が亡くなると悲しい気

持ちになります。それは神さ

まが、私たちに命をくださっ

て、私たちと大事な人との間

に、たくさんの愛があるように

見守ってくださっているから

です。大事な人と出会えるの

は、神さまのおかげなのです。

❷ 私たちには希望がありま

す。それは、私たちのために

十字架にかかって亡くなられ

たイエスさまが復活されたこ

とです。復活のイエスさまと

40日間いっしょにすごしたお

弟子さんたちも、神さまのと

ころへと戻られた大好きなイ

エスさまにもう一度お会いす

ることができます。私たちは

どこにいても、たとえ亡くなっ

ても、もう一度神さまの前に

集められます。それはきっと、

うれしい再会となるでしょう。

　

❸ 神さまは、どんな小さな

一人ひとりも、大切にしてく

ださいます。神さまのみ心に

守られて安心できるところ。

私たちがイエスさまに、大事

な、大好きだった人に、もう一

度笑顔で会えるところ。それ

が天国です。

　ひいおばあちゃまも、私た

ちも、かならず天国で、イエ

スさまの笑顔と神さまのみ

心に迎えられます。希望にみ

ちて、毎日を過ごしましょう。

The  Salt  of  the  Earth,  The  Light  of  the  World

シリーズ地の塩、世の光 各界で「地の塩、世の光」として活躍するクリスチャン

鈴木　啓之

コリントの信徒への手紙　二　第5章17節

徳善 義和著
『マルティン・ルター 
―― ことばに生きた改革者』

誰だって人生やり直せる！

5: 17 Corinthians II

　17歳でやくざの世界に飛び込み欲望のままに生きた
人生の顛末は悲惨なものだった。いくつもの組織に命を
狙われ追われる日々 、守るべき家族を守ることもできず置
き去りにしてきた自分への罪責感と罪悪感。それらすべて
が私の生きる力を奪っていった。「死ねば楽になれるぞ」
そんな声が聞こえた。その声に促されるように「拳銃」を
握る。死ねると思った。死ねるはずだった。しかし「拳銃」
を握る手は震え、死ぬことなどできなかった。まるで生きた
屍、それが自分の姿だった。「やり直したい、どうすればや
り直せる？！ 誰か助けてくれ」初めて心の声を言葉にし
た。手に職もなく学歴もない、あってはならない前科と刺
青、無くてはならない両手の小指を無くした人間、そんな
人間が人生のやり直し？！ できるはずがない ！ 現実に耐
えられず悪夢にうなされた不安な日々 。気がつけば教会
に逃げ込んでいた。
　藁にもすがる思いで助けを求めた教会の牧師が聖書
を開き私に語ってくれた。「疲れた者、重荷を負う者は、だ
れでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。」（マタ
イ 11 ： 28）
  不思議と素直に受け入れられた。導かれるままに悔い
改めの祈りと信仰告白 ！  もう一度私にチャンスを下さい ！
と泣きながら叫んでいた。
　「キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者
なのです。古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。」（コ
リント 二 5 ： 17）
聖書の言葉は私を励まし力づけ3つのやり直すための鍵
を教えてくれた。

1. チャンスはある ―― 「救われた者に与えていただ
ける特権」
　すべてを無くしても神様が共にいて助けてくださるなら
人生のやり直しは可能となる。私は教会に逃げ込んだ
時、ここに人生のセカンドチャンスがあるなどと考えてもい
なかった。しかし救いの恵みにあずかれたことでチャンス
の入口に立たせて頂けた。
2. チェンジが鍵 ―― 「チャンスを掴むための秘訣は価
値観の転換にある」
　人にはできないことでも神様にはできるという信仰に立
つとき奇跡は始まる ！ チャンスは無いのではなく視点と
観点を変えることで気付くことがある。自分が気付いてい
ないことを誰かが気付いているなら私にも可能性はある。
「チェンジオブマインド」
3. チャレンジせよ ―― 「Restart新たなる出発」
　やり直せる材料が何もないように思えても人生のやり
直しはできる ！ 無から有を生み出すことのできる神様が
共にいて助けて下さる人生には無限の可能性がある。
結び
　私は人生やり直しの新たな一歩を踏み出した。前途多
難な一歩だが希望に満ちた一歩であった。追われてい
た組織に２度拉致され殺されかねない状況に立たされ
た時にも神様が共にいて下さると信じて逃げることなく問
題に立ち向かい対処できた。立ちはだかる壁をひとつず
つ打ち破り、壊れていた家庭も神様と家族の許しのもとに
回復できた。そして何よりも神様はこんな私を伝道者とし
て立たせて下さり今日に至るまで用いてくださった。私は
声を大にしてこれからも語り続ける。「誰だって人生やり
直せる ！ 」 と。

ゴスペルを通じて感動体験
　  Gospel Workshopに参加して

宗教改革500年　　私たちはどう生きるか

　「もう一度、大学同窓祭ゴスペ
ルステージの時間に戻りたい…
…」。ここ数日、そんなことばかり
考えています。
　ゴスペルのワークショップがあ
るというチラシを娘が持って帰っ
て来た時、「なんとなくゴスペル
やってみたいから、最後は親子
で口パクになっちゃってもいいや
～」と娘と2人分の名前を書いて
申し込んだ時の私は「その他大
勢、なんとなく」という感覚でし
た。ところが１回目のレッスン終了後には「ワークショップ
に申し込んだ自分の直感に拍手 ！ 」 「神様はすごい体
験を私達に与えて下さった ！ 」など、プラスの感情がど
んどん湧き上がってきたのを覚えています。
　約３ヶ月、11回に渡るワークショップは毎回、礼拝堂の
十字架の前に置かれたグランドピアノに座る「我らが師
匠NOBU（鬼無宣寿）」さんが祈りの後、歌うように語り
ながらスタート。でも穏やかなピアノの音とは裏腹に冒頭
から「喉の奥を開いて、裏声にならずに高い声を出し、
曲のイメージ通りに声を出し続けるためのトレーニング」
という感じで素人の域を超えた厳しいレッスン時間が続
きました。でも、場内からは不思議とマイナスの気は感じ
られず、気づくと「終わりのお祈りの時間」という感じで
した。
　途中NOBUさんが与えてくれる世界観を体現できな
い自分に嫌気が差しましたが、そんな時「一人ひとり大
切な役割があり一人でも合ってないと意味がない、皆で
創り上げるもの」というコメントを下さり、「One of them」
だった私にも「パートを歌い切る責任感」のようなものが

芽生えてきたのを感じました。
　レッスン中は「イイね」なんて言葉は一切NOBUさん
の口からは出ませんでしたが（笑）、NOBUさんの一言
でメンバーの声色が急に色づくのを何度も体感し、知ら
ぬ間に「曲の世界観を表現する演者」になっていまし
た。そして半ば強引に参加させた小４の娘、「先生の
言った言葉の意味、わかるかな」と心配になったのです
が、学校生活の中で当たり前のように神がいて礼拝の
時間を持つ彼女は、もしかしたら私より曲の意味や背景
が見えていたのかもしれません。動じず、堂 と々歌う姿を
横目で見ながらたくましくもあり、うらやましくも思えました。
　本番直前の練習の時にNOBUさんが「神様が筋書
きをすでにお決めになっているので何も心配する必要
がない」とおっしゃったのを聞いてスーッと落ち着き、迷
いなくステージに立てたのも自分としてはびっくりでした。
　貴重な貴重な経験をさせて下さったスタッフの皆様、
NOBU先生には感謝してもしきれません。次回チャンス
がありましたら是非皆さん、参加してみて下さい ！  私た
ちも絶対参加します ！

宗教改革とは
　世界史で宗教改革のことを学んだ人は多いと思う。
歴史の一齣として学校で学んだらおしまいでいいのだ
ろうか。世界中のキリスト教会がカトリック教会を含めて、
今年はこれを憶えている。一人の真剣な修道士だった
マルティン・ルターが聖書に学んで、当時のカトリック教会
全体に、キリスト教信仰の原点に帰ることを呼び掛けた
のだった。彼のいた戒律厳守の修道院の修業も、当時
の大学の神学も人間第一、神はそれを認めるだけだと
考えていた。甚だしかったのは贖宥状（いわゆる免罪
符）を買えば、神はすべてを赦すという大々的な「販売」
行為だった。ルターはこうしたあり方に反対し、詩編と
ローマ書を始めとして、聖書の教えに立ち、キリストにお
ける神の恵みのみが人間を救い、人間は信仰において
これを受け入れるのだと、当時のヨーロッパの全教会に
訴えた。しかし教会の主流も帝国の支配者も大多数が

これに反対し、ルターは教会から破門、帝国から「追放
刑」を言い渡された。だが、聖書の真理が勝つ。ヨーロッ
パのドイツからほぼ北半分がルターに賛同し、ルーテル
教会と呼ばれるようになって今に至っている。

どう変わりつつあるのか
　対立は長く続いたが、聖書が説く真理が説得力をも
つ。20世紀半ばの第二バチカン公会議以来、カトリック
教会は大きく変わりつつある。ラテン語の礼拝は民衆の
言語で行われるようになり、ラテン語訳だけだった公認
聖書は各国語で、しかもプロテスタントとの共同訳で読
むことができる。合同の礼拝も行われる。去年の秋、ス
ウェーデンのルンドで、教皇とルーテル世界連盟の議長
が共に、信仰の交わりの深まりを祈った。今年も日本では
長崎で宗教改革500年の合同礼拝をもつ。こうした流れ
は私とどう関わるのだろうか。

今私たちの間での改革
　キリスト教の諸教会がルターの問い掛けに500年経っ
て、改めて応えようとしている。これは私たちとどう関わる
のか。キリスト者ならば、教会のこの革新のただ中に、信
仰をもって生き、
関わっていくの
だ。キリスト者で
なくても、人間とし
ての生き方を自ら
内にも外にも深
め、生かしていく
歩みへの呼び掛
けを心に聴いて
いいのではな
いだろうか。
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キリストと結ばれる人はだれでも、
新しく創造された者なのです。
古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。

シロアムキリスト教会 牧師
NPO法人人生やりなおし道場 理事長
府中刑務所教誨師

すず ひろ ゆきき

飯澤 香・レイラ
（保護者・初等部4年生）

9月23日  大学同窓祭 ゴスペルクワイア

いい かおりざわ徳善 義和
（日本ルーテル神学校名誉教授）

とく かずよしぜん

ひこ

あなたの
悩みに
お応えします！

相  談

❶ この前、ひいおばあちゃまが亡くなりました。
　 どこへ行ったんですか？
❷ 人は亡くなるとどうなりますか？
❸ 天国ってどんな感じですか？
　（初等部3年女子児童）

ル
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シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

　この本の作者、晴佐久昌秀氏は
ローマ・カトリック教会の神父をして
います。実はわたしが小さいときに
家族で通っていた教会の神父さま
でもありました。当時から司祭として
の働きの他にも詩を書いたり、映画
の評論をしたりと、各方面で活躍さ
れていたことを覚えています。この
本はそんな晴佐久神父の最初の
出版作品です。最初の‥と書いた
のは晴佐久神父がこの本以降、わ
かりやすい言葉でユーモアにみち
ている短編集や詩集など何冊も印
象に残る本を出版されているから
です。どの本も共通して神様の愛
が力強く語られています。
　「みんなでうたうクリスマス」の表
紙をごらんください。いかがです
か ？  アンパンマンでおなじみの「や
なせたかし」さんによる、かわいらし
いイエス様のお顔が大きく描かれ
ています。しかし最初にこの表紙の
の絵を見た晴佐久神父は「この絵
のイエス様は、自分のイメージ通り
ではない‥。」と思ったと、後のお説
教の中で語っています。いわゆる
「かいばおけに寝ているイエス様」
の姿を思い浮かべていたそうです
が、「やなせ」さんの描いた絵はイ

エスさまが大地から太陽のように顔
をだした大きな顔。聖なるイエスキリ
スト、というよりも、あまりにも可愛らし
い赤ちゃんのイエスさまでした。
　しかし、「やなせ」さんはこのイエ
スさまのお顔の表紙に強くこだわっ
たそうです。後になって晴佐久神父
は、この絵のイエス様こそが「どこま
でも優しくて圧倒的に大きくて、すべ
てを超越する、救い主だ」と気づい
たと語っています。確かに圧倒的な
イエス様の存在感が印象に残りま
す。小さくても圧倒的な存在である
イエス様の姿に「やなせ」さんはこ
だわったのかもしれません。
　イエス様は小さな赤ちゃんとして
この世に生まれてきてくださり、私た
ち人間と同じようにお育ちになりまし

た。イエス様の御降誕が書かれた
この本は、すべて歌になっていま
す。やはり神父であり作曲家でもあ
る塩田泉氏がすてきなメロディーを
つけました。音楽が入ると絵本の
世界観がまた違ったものになりま
す。わたしの通っていた教会では
この絵本と音楽を使って降誕劇を
行っていました。
　昔も今も、クリスマスが近づくと多
くのミッションスクールや教会学校
でイエスさまのご降誕を聖劇でお
祝いします。初等部でも60年以上
前からクリスマス讃美礼拝として
音楽と一体となったページェトをお
ささげしています。今年のクリスマ
スも皆でよき準備をし、イエスさまの
誕生をお祝いいたしましょう。

『みんなでうたうクリスマス』

浅賀　満理子
初等部教諭

（絵 : やなせ たかし　文 : 晴佐久 昌秀）
　 女子パウロ会

CHRISTIAN  BOOKS & CDs

かあさ ま り こ

はれ さ く まさ ひで

しょくゆうじょう

き な し のぶひさ

の ろ ともこ

相良 昌彦
（高等部宗教主任）

さ　が　ら まさ



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

12/19火　

説教　左近 豊
　　　（日本基督教団 美竹教会牧師）

クリスマス礼拝

ホワイトキャンプ（伝道キャンプ）

（宗教主任　相良 昌彦）

12/16土
オルガン部、聖歌隊、ハンドベル部の演奏。

クリスマス合同コンサート

高等部PS講堂

高等部PS講堂

説教　関野和寛
　　（日本福音ルーテル東京教会牧師）

13：10～14：30
ガウチャー記念礼拝堂

クリスマス礼拝

（宗教活動センター）

13水

6土

12/

クリスマス・ツリー点火祭
～降誕を待ち望む礼拝

（宗教センター事務室）

相模原キャンパス16：40～
青山キャンパス　17：50～

12/
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

全学院教職員新年礼拝

クリスマス礼拝

12/19火 18:30～19:30
青山キャンパス
ガウチャー記念礼拝堂

14:30～17:00
青山キャンパス
ガウチャー記念礼拝堂

17:00～
ガウチャー記念礼拝堂

オルガニスト養成講座
受講生発表会 15:00～16:30

相模原キャンパス
ウェスレー・チャペル

講座受講の学生によるパイプオルガン演奏発表会です。

12/21木 18:30～19:30
相模原キャンパス
ウェスレー・チャペル

どなたでも参加できます。

説教　髙橋 彰
　　（日本バプテスト同盟関東学院教会牧師）

説教　清弘 剛生
　　　（日本基督教団頌栄教会牧師）

クリスチャン家庭に滞在し、現地校で英
語研修、日曜日には礼拝出席とキリスト教
や異文化の体験をします。また、地元の小
中高生とも触れ合いの時があります。

12/13 水

15金

23金12/

2018年1/4木

2018年1/

2018年1/20土
2/ 3
オーストラリア・
クリスチャンファミリー・
ホームステイ・プログラム

（宗教センター事務室）

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

18：15～19：30
短大礼拝堂

グロリアス・クワイア
クリスマス・チャリティー・
チャペルコンサート

12/

全学院の礼拝として行います。

クリスマスをテーマとした絵画展です。
どなたでもご自由においでください。

土

木

1金

5火

水10

女子短期大学宗教主任

吉岡 康子
よし おか やす こ
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　真っ暗な野原で仕事をしていた羊飼いた
ちを、突然、主の栄光が照らし出します。彼ら
はびっくりし「非常に恐れた」と聖書は伝えま
す。闇夜のなか突然、強烈な光が自分に当た
ればびっくりしますし、恐ろしいものです。あり
のままの自分をさらけだすことのとまどいもあ
るし、みじめさや、後悔や、罪ある姿がそのまま
さらけ出されるような恐ろしさかもしれません。
　けれども、天使は言います。「恐れるな。わ
たしは民全体に与えられる大きな喜びを告げ
る。今日ダビデの町で、あなたがたのために救
い主がお生まれになった。この方こそ主メシア
である。」
　

　主の救いの光が今日、そして今、私たちひと
りひとりを照らしているのです。恐れる必要は
ありません。神さまは私たちを怒り、裁こうとな
さるのではありません。愛して、招いて、救って
くださるのです。たった今、今日からです。いつ

Special Issue :  A Special Present for Us

クリスマス、神様のおくりもの
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　クリスマスにはプレ

ゼントを贈る習慣があ

る。私から友達へ、あな

たから家族へ、サンタ

さんから子どもたちへ。

なぜ、人々はプレゼント

を贈るようになったのだ

ろうか。それは、クリス

マスにイエス様という神様からのプレゼントがお生

まれになったからだ。だから、私も神様やイエス様に

日々の感謝を込めて何かプレゼントしたいと考えて

いる。小学生の時は12月になると、お手伝いや何か

よいことをするとスプーン一杯のお米が貰え、それを

集めて学校に持っていきホームレスの方々の炊き出

しに使っていただく「スプーン一杯のお米活動」を

学校全体で行っていた。何も考えずただ多くのお

米が持っていきたくて、頑張ってお手伝いをしてい

た。中学生の時は、聖歌隊に入っていたのでクリス

マスミサなどのご奉仕の機会がたくさんあった。

　高校ではオルガン部に入部し、クリスマスはクリス

マスコンサートという形で迎えることになった。これま

で無心でやってきたクリスマスのご奉仕だが、今年

度は使わなくなった鍵盤ハーモニカを学校に持って

きてもらい、カンボジアの子どもたちに送る活動を初

の試みとして取り入れる。困難の中、学校へ通って

いる子どもたちに音楽の楽しさをプレゼントとして贈

りたい。

　自分なりにやってきたイエス様へのお返しとして

のプレゼント。こういう活動以外にもう一つ、クリスマ

スに心掛けていることがある。それは、より笑顔でい

ること。イエス様は優しいお方だったから、笑うこと

が好きだっただろう。そう思い、私もクリスマスはより

笑顔を心掛けて過ごすようにしている。

　あなたはどんなクリスマスのプレゼントを考えてい

ますか？クリスマスまでのあと少しの期間、普段とは

違ったささやかな良いことを考えていきたい。

　私は幼稚園の

ころにハンドベルと

出会い、初等部３

年生の時に念願

のベルクワイヤに

入部しました。私

が思った通り、ハン

ドベルは楽しくて、

入ってよかったと思いました。

　入部して半年が経った頃、点火祭で奉仕す

る曲の練習が始まりました。点火祭の大舞台

にワクワクしながら、新しい曲も楽しく練習でき

ました。

　そして本番の日、たくさんの人が集まってい

て、それだけイエス様の誕生を喜びたい人たち

がいるんだなと思いました。そして、この人たち

の前で奉仕するんだと実感し、一番緊張する

点火の時の曲が近づくにつれ、寒かった体が

熱くなり、手が震えてきました。でも、幼稚園から

触れている聖書、先生方の説教、教会での分

級で聞いたイエス様の話が頭に思い浮かび、

この瞬間こそイエス様のご誕生をお祝いできる

喜びなのだと気づき、緊張の糸がほどけました。

そして心からイエス様に奉仕ができました。

　本番が終わり、大きなツリーが一段ときれい

に見えました。もうすぐ来るイエス様の誕生を大

好きなベルでお祝いできたこと、そしてこれから

もお祝いできることに感動し、ベルがもっと好き

になりました。

　その後もベルを７年間続け、今年ハンドベル

部の部長になった私は、ハンドベルは個人では

なく、みんなの音があって一つの曲になり、全員

が心を合わせることで初めて良い演奏ができ

ると、あらためて感じています。だから、私も優し

く支えてくれる部員を引っ張り、全員で心を合わ

せたハンドベルで今年もイエス様のご誕生を喜

びと共にお祝いしたいと思っています。

幼稚園教諭

迫田　敏幸い
つ
も
共
に
い
て
く
だ
さ
る
方

　私のキリスト教との出

会いは３歳の時でした。

クリスチャンである母の

信仰により、私は幼児洗

礼を受けました。その後

青山学院幼稚園に入

園し、以後大学までこの

学院で育ちました。毎日

祈る事、讃美歌を歌う事を繰り返しながら、学院生

活を送ってきました。

　毎日の中で神様を感じながら過ごす事は私にと

って至って自然な事で、日常の基盤となっていきま

した。そうして大学を卒業した私は、希望であった

幼稚園教諭の道を歩み始めました。それまでの歩

みを振り返ってみた時に「いつか 信仰告白をして

クリスチャンになる時がくるのだろう」と漠然と考え

るようになりましたが、「まだ心の準備が十分でない

から」と理由を付けて決心しきれずにいました。し

かしその気持ちを教会の牧師に伝えたり、職場の

同僚と話したりするうちに、未熟な自分だけれども、

まずは一歩踏み出してみよう、その後の事は神様

に全てお委ねする気持ちで一歩踏み出してみよ

う、と思えるようになり、３年前のクリスマスにクリスチ

ャンとなりました。

　救い主イエス様のお誕生を祝うその日に神様に

導かれた事に、大きな喜びを感じました。そして私の

気持ちの中で、「いつでも神様が共にいてくださる。

だから今不安になっていたり、思い悩んでいる事が

あっても、全て神様がご存知だから安心していいの

だ。」と思えるようになれたことは、心の弱い私がこ

れから生きていく上で非常に大きなことでした。

　もうすぐクリスマスがやってきます。今年も幼稚園

の子どもたちと一緒にその日を数えて、救い主イエ

ス様のお誕生を楽しみに待ちたいと思います。皆

様にとって、神様がいつも私たちと共にいてくださ

ることを喜びに感じながら迎えていくクリスマスとな

りますように。

初等部5年

比企 里奈私
と
母

　私がクリスチャンにな

った理由、それは、母が

いたからです。私の母

は、今年の2月19日に亡

くなりましたが、その4日

前に、キリスト教信者の

洗礼を受けています。

でも、どうして洗礼を受

けたのかと、私は、母の死後、考えました。

　母は、幼稚園から大学まで、カトリックの学校に

通っていました。私が通った幼稚園もカトリックでし

た。私が幼稚園の年中の時に、母は病気で入院し

ました。その時、私はとても悲しかったです。何故か

というと、母は不治の病にかかっていたからです。

それから私が10歳になるまで、計8回も入退院をくり

返しました。

　8回目の入院の時、症状は以前よりひどく、腹水が

たまり、歩行困難になって苦しそうでした。亡くなる

4日前の2月15日、母は前から希望していた洗礼（病

床洗礼）を受けました。私の通っている教会の徳田

牧師、長老の中村初等部長先生に立ち会ってい

ただき、私たち家族も立ち会って執り行われました。

祖父と祖母、叔母家族たちもとても喜んでいました。

　数日後、母はとても幸せそうに、天に召されまし

た。39歳の若さでした。亡くなって約1ヶ月後、当時、

担任だった黒子先生と、宗教主任の小澤先生に

私が洗礼を受けることについて相談をしました。徳

田牧師は、いつでもまっているからね、とおっしゃい

ました。私が洗礼を受けようと思ったのは、ママの

一言で、

「里奈も洗礼を受けてね。」「幸せにね。」

でした。これは母からの少し早めの素敵なクリスマ

スプレゼントでした。

　今年のクリスマスは天国の母と一緒にイエス

様の生誕をお祝いしたいです。そして、私は、母

の分まで生きて、母のやり残した事をやりとげたい

です。

女子短期大学 現代教養学科1年

塩澤 ひかり本
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　クリスマス。イエ

ス様の誕生日。それ

はキリスト教では大

切な日であることが

当然のことですよ

ね。しかしクリスマス

は世界で、そしてク

リスチャンの人口が

１パーセントにも満たない日本でも毎年必ず盛

大に祝われる日です。クリスマスが近づくとなん

となくワクワクし始めて、街中も綺麗にデコレーシ

ョンされていく。クリスマス当日はみんなすごく幸

せそうです。

　でも、私はもっと幸せな気持ちに包まれていま

す。みんなにとって大切な人と過ごす日、ケーキ

を食べる日、プレゼントがもらえる日。それがクリ

スマスなのだと思います。しかし私たちクリスチ

ャンにとっては救い主がお生まれになった日なの

です。まさに神様からのプレゼント ！ イエス様が

人の子としてこの世に遣わされ、私たちの罪の

ために身代わりとなって十字架で贖いの死を遂

げてくださったのです。

　2000年語り継がれているこの事実が物語で

はないということは聖書を通して知ることができ

ます。旧約聖書の時代で預言されていた救い

主が訪れることが新約聖書の時代で成就した

からです。キリスト教は長らく、多くの国で禁止

令が出され、非難され聖書を燃やされ、殉教の

死を遂げる信仰者たちがいて、それでもなお広

まり続け、イスラエルから遠く離れた島国の日本

でも変わらない福音が伝えられています。それ

がどれだけすばらしいことか。またクリスチャン

人口が１パーセントに満たないこの国で福音と

出会えたことがどれだけ喜ばしいことでしょう。

　このことが一人でも多くの人に伝わり今年の

クリスマスもたくさんの人が本当の意味でのクリ

スマスを知ることができるよう祈っています。

大学 総合文化政策学部3年

三沢 佳香ベ
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　もうすぐ、街中が暖かい

光に包まれ、人々の心が踊

るクリスマスの季節がやっ

てきます。私にとってこの季

節は一年で最も忙しい時期

なので、クリスマスにデート

なんてしたこともありません。

私は毎年この季節にハンド

ベルを奏でることで、心からクリスマスの喜びを賛美します。

私は、ハンドベルを通して神様の存在を知り、中学1年生の

時から今日まで演奏を続けてきました。

　ハンドベルを演奏することは大好きですが、なぜ大学３年

生になった今でも、辛い練習を乗り越え継続できるほどの魅

力をハンドベルがもっているのかを、自分でも不思議に思い

ながらハンドベルを続けてきました。

　しかし９月に福島県会津若松市で東日本大震災の復興

コンサートをさせていただいた経験を通して、私はハンドベ

ルのもつ力を、はっきりと感じることができました。

　コンサートの前日に原発事故の影響で自主避難をされて

いる方から、お話を伺い、震災から長い年月が経った今もな

お、苦しみの中におられる方が大勢いらっしゃることを知り、

心が痛みました。また、それと同時に、私はこのコンサートを

演奏者の達成感や自己満足のためだけではなく、お客様と

神様への感謝と祈りを込めてお捧げしよう、と決めました。

　当日は復興への祈りを込めて、私たちが奏でる音色が少

しでも皆様の安らぎとなればと演奏させていただきました。

満員の客席からあたたかい拍手をいただき、私は神様に活

かされていること、被災者の方々の心に、ハンドベルの音色

を通して、神様は平安を与えてくださったことを心から感じ

ることができました。また、ハンドベルを演奏するということは

神様が私に下さった、素晴らしい賜物であると気付かされ

ました。

　今年のクリスマスのハンドベルコンサート〈12/16（土）開

催〉は私の引退コンサートでもあります。キリスト者として様々

な奉仕が与えられる、忙しい季節でもありますが、皆様もぜ

ひハンドベルの音色と共に神様を賛美し、クリスマスの喜び

を待ち望みましょう。

神様が私たちにくださったおくりもの、それはイエス様。
悲しいときも、つらいときも、イエス様の光で、私たちの心はいつも温められています。
クリスマスに寄せる思いを、各部の皆さんに語っていただきました。

特集

神さまが私を待っている
傷が傷をいやす

たさこ ふじ い あ き てら しお ざわ み かさわ よしおか に ち かとし ゆき ひ き り な

恐れるな、
今日、あなたは救われた！

かもっと私が立派になったり、成長したり、努
力したらではないのです。　　　　　　　
　森有正というキリスト者がこのような事を
言っています。「私たちが神と出会う場所、そ
れは、親にも言えない、夫にも、妻にも、親友に
も言えない私の中にある深淵、闇の只中であ
る」と。まさに、闇の深まるその場所、飼い葉
桶で私たちは、まことの光であるイエス・キリス
トと出会うのです。どこで救い主とお目にかか
れるか――小さな村ベツレヘムの、さらに片
隅の家畜小屋の中にある、飼い葉桶の中で
です。つまり、私の飼い葉桶、私の悲しみ、苦
しみ、悩みの只中に、私の救いがあるので
す。私たちの救い主がそこで、他でもない私
を待っておられるのです。

　飼い葉桶の中に、神さまはそのひとり子をく
だされたのです。豪華なベビーベットのふわ
ふわなお布団の中ではありません。家畜のご
飯を入れる（きっと人々の残飯も放り込まれて
いたでしょう）「おけ」です。わらが敷いてあっ
て、飼い葉桶の中はちくちくと痛かったでしょ

う。初めから、イエスさまは傷つけられる人生
だったのです、しかし、イエスさまのこの傷が、
私たちの傷を癒すのです。傷が傷を癒すの
です。傷ついた人を癒すことができるのは傷
ついた経験のある人だけです。

　この傷だらけの世界を癒すために、ひとり
子を十字架で傷つけるとの神さまのご決心が
クリスマスです。神さまの救いの決心が、飼い
葉桶に眠るクリスマスの幼子として私たちの
もとに今、結実しているのです。
　このような神さまの愛を受けた私たちにとっ
て、クリスマスは、私と「あの人」、私たちと「あ
の人々」、そして私と「私自身」との間の敵意と
断絶を超えて、和解と本当の平和をもたらす
ために 今日、決心して一歩、踏み出すべき時
なのです。

「彼の受けた懲らしめによって、
  わたしたちに平和が与えられ
  彼の受けた傷によって、
  わたしたちはいやされた」
  （イザヤ書５３章５節）


